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Abstract

Theseexperimentswerecarriedoutｄｕｒｉｎｇｔｈｅｔｅｒｍｆｒｏｍ３１ｓｔｏｆＭａｙｔｏｌ９ｔｈｏｆＪｕｎｅ

ｉｎｌ９７０ｏｎｔｈｅｗｅｓｔｅｒｎｐａｒｔoftheSouthPacificOcean，onboardthenshingtraining-ship

"KagoshimaMaru，，（G､Ｔ､1,038ｔｏns）belongingtotheFacultyofFisheries，Kagoshima
University：experimentalfrequencybeing8tiｍｅｓ；usedgears，２００basketsoflong-1ine，in

eachexperiments；usedbaits，ｆｏｕｒｋｉｎｄｓｏｆｆｒｏｚｅｎｂａｉｔｓｏｆｓａｕｒｙ，ｒｏｕｎｄｓｃａｄ，mackerel

andsquid，eachofwhichwasattached，inthisorder，ｏntothehookoftherespective

baskeｔｏｆｌｏｎｇ－１ｉｎｅ･

Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｂｔａｉｎｅｄａｒｅａｓｉｎｔｈｅｆｏllowing：

１．Incaseofthetuna-fishing，ｔｈｅｈｏｏｋｉｎｇｒａｔｅｓｏｆｓａｕｒｙａｎｄｒｏｕｎｄｓｃａｄｓｈｏwedthe

comparativelyhighratesof2.95％ａｎｄ2.51％respectively，whilethoseofsquidand
mackerelshowedthecomparativelylowratesof1.19％ａｎｄ0.95％respectively・Ｉｎｃａｓｅ

ｏｆｍａｒｌｉｎａｎｄｓｗｏｒｄｆｉｓｈ，ｔｈｅｈｏｏｋｉｎｇｒａｔｅｏｆｒｏｕｎｄｓｃａｄｓｈｏｗｅｄａcomparativelyhighrate

of0.84％，whilethosesaury，mackerelandsqUidshowedthecomparativelylowrateof
0.35％，０．３％ａｎｄ0.07％respectively、

２．Concerningtheaveragehookingratｅｏｆｅａｃｈｋｉｎｄｏｆｂａｉｔｉｎｔｈｅｔｏｔａｌｃｏｖｅｒｉｎｇｔｈｅ
ｔｗｏｓｏｒｔｓｏｆｆｉｓｈｔｕｎａ，ｍａｒｌｉｎａｎｄｓｗｏｒｄｆｓｈ；ｒｏｕｎｄｓｃａｄｓｈｏｗｅｄｔｈｅｈｉｇｈｅｓｔｒａｔｅｏｆ３､３５

％，ｗｈｉｃｈｗａｓｆｏｌｌｏｗｅｄｂｙｔｈｅｓａｕｒｙｒａｔｅｏｆ3.30％；bothmackerelandsquidshowingthe
comparativelylowratesofl､２７％ａｎｄ１．２６％respectively．

緒 目

遠洋まぐろ延縄漁業では，その餌料として冷凍サンマを主に用いてきているが，最近になってサ

ンマの漁獲量が減少してきたために冷凍サンマの入手が困難となり，まぐろ延縄漁業に重大な支障

を及ぼす結果となっている．このような現状を打開するためには，サンマに替る餌料の開発利用が

必要で，その研究も多くを数えている．

天然冷凍餌料に関する研究については，海保（1969)')，（1970)2)，（1971)3)，水野（1969)4)，神

＊鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸（Training-ship"KagoshimaMaru，，，FacultyofFisheries，
KagoshimaUniversity）
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奈川県水産試験場（1969)5)，原田（1970)6)，原田・小長谷（1971)7)，嶋田・鶴留（1971)8》等の報

告がある．また浅利・柳内・立花（1965)9)，原田（1966)'0)，鶴留（1970)'１)等によって人工餌料の

開発研究が行なわれているが，いずれも天然餌料に勝る結果を得る段階までは至っていない．

筆者は昭和45年鹿児島大学練習船かごしま丸（1038屯）において，冷凍したサンマＣｏ/oﾉα伽

sα伽（BREvooRT)，ムロアジDec叩rer"Ｓｍ”oα伽ノ（TEMMINcK＆ScHLEGEL)，ホンサパ

SCO肋e'●脚o"剛ｓ（HouTTuYN)，スルメイカＴｏ血ro血ｓｐａｃ城"ｓ（STEENsTRuP）を餌料とし

て釣獲比較試験操業を行なった結果，餌料の種類によって釣獲率に差のあることを認めたので報告

する．

試験方 法

試験操業は昭和45年５月３１日から６月１９日まで８回にわたって実施したが，その操業海域は

Fig.１に示す南太平洋西部の主にニューカレドニア島南部海域（24.-00'S，26.-30'S，164.-00'E，

166.-30'Ｅの緯度経度線で囲まれた海域と29.-31'S，174.-28'E）とコラル海（11.-47'S，148.-

14'E）であった．

蕊

鹿児島大学水産学部紀要第２１巻第１号（1972）

餌料の種類はサンマ，ムロアジ，ホンサパ，およびスルメイカで，体長はサンマが約２５ｃｍ，ム

ロアジが約２７ｃｍ，ホンサバが約３０ｃｍ，スルメイカが約15ｃｍであった．但しスルメイカは体長

32ｃｍの大形のものを１回だけ用いて試験操業を行なった．

餌料の使用尾数は１回の操業でサンマ500尾，ムロアジは160～170尾，ホンサパは165～170

尾，スルメイカは165～170尾で，餌料の総尾数は，サンマ4000尾，ムロアジ１３１５尾，ホンサバ

1,340尾，スルメイカ1,345尾であった．

試験に使用した延縄漁具の構造はＴａｂｌｅｌに示すように５本付で，幹縄１鉢の長さは約300ｍ

であり，１回の操業で200鉢使用した．釣獲試験の実験誤差を少なくするために，Fig.２に示すよ

Ｆｉｇ．１．Chartshowingthestationoffshingexperiments．
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Table１．Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｏｆａｂａｓｋｅｔｏｆｌｏｎｇｌｉｎｅgear．

ロノ【9
。

､蕊:到
Ｎｕｍｂｅｒ

ｕｓｅｄｆｏｒ

ｌｂａｓｋｅｔ

Ｄｉａｍｅｔｅｒ

（ｍ、）

Ｌｅｎｇｔｈ

（、）

Material Ｒｅｍａｒｋ

ＵｓｅｄｌｌＯｂａｓｋｅｔｓ

Ｕｓｅｄ４２ｂａｓｋｅｔｓ

Ｕｓｅｄ５８ｂａｓｋｅｔｓ

試験結果

試験操業海域がニューカレドニア島南部海域（操業回数７回）と，コラル海（操業回数１回）の

２海区にまたがり，漁獲魚種の釣獲率ならびに出現率等に海域の差は見られたが，餌料別釣獲率の

比較には海域の差はないものとして資料整理した．Ｔａｂｌｅ２に漁獲魚種別の餌料別釣獲率を示し

た．

マグロ類・カジキ類合計の平均釣獲率は2.63％であり，餌別釣獲率はムロアジが３．３５％で最も

良く，サンマは3.30％でこれに次ぎホンサバは1.27％，スルメイカは１．２６％であった．主な漁獲

物であったマグロ類について言えば，サンマが２．９５％，ムロアジは２．５１％で比較的に釣獲率が良

く，スルメイカは１．１９％，ホンサパは０．９７％で前２者の半分以下の釣獲率であった．カジキ類で

はムロアジが0.84％で最も良く，サンマ０．３５％，ホンサバ０．３０％，スルメイカ０．０７％の釣獲率

であった．

Ｓａｕｒｙ ＲｏｕｎｄｓｃａｄＳａｕｒｙＭａｃｋｅｒｅｌＳａｕry SquidSaury

Fig、２．Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｏｆｌｏｎｇ－ｌｉｎｅｇｅａｒａｎｄsettingorderof4speciesofbaits・

うに，サンマ，ムロアジ，サンマ，ホンサパ，サンマ，スルメイカの順に１鉢毎に異なった餌を使

用し，釣針を餌魚の頭頂より下顎に突き通し，スルメイカは外套の頂部に突き通して装着した．

試験操業はいずれも１日１回行ない，投縄は午前４時45分頃開始し，午前７時50分頃終了した．

揚縄は午後３時頃入れ終りの元旗から開始し，午後９時40分頃終了した．揚縄時に餌の種類，餌の

着脱状況，釣獲魚種（釣落魚，喰害魚で種の同定が出来たものを含む）を記録した．
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Saury

Roundscad

Mackerel

Squid

Table２．Hookingrateofeach且shingexperimentswhichgrouped

caughtnsh，whenusedthe4speciesbait･ unit：％

3．４０

２．４２

１．１８

１．８２

1．２０

１．２１

０．００

０．６１

0．８０

０．００

１．２１

０．５９

×100噸料の脱落率=譲暮耀鶏

餌料別釣獲率の差が餌の着脱状況に起因することも考えられるので，各回の餌料の脱落率＊を求

めてＴａｂｌｅ３に示した．揚縄時に舷側で手繰り込まれた釣針に餌がついていないもの，ならびに

餌の一部しかついていないものを脱落とした．その結果平均脱落率はサンマが68,7％で最も高く，

スルメイカは49.7％，ムロアジは35.4％，ホンサパは22.6％であり，釣獲率の比較的高いサンマ

が最も脱落し易く，釣獲率の比較的低いホンサバが最も脱落し難い傾向が認められた．
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Table３．Droppingrateof4speciesbait．
unit：％

悪｡謡空要'！’’卜｜‘｜‘’．｜ア｜‘｜M…
－
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Droppingrateofbait＝

|蕊灘調
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32.73

28.57

46.93

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅｂａｉｔｕｓｅｄ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅｄｒｏｐｐｅｄｂａｉｔ
×１００

67.27

35.15

25.71

56.97

74.00

43.64

27.27

46.47

68.73

35.41

22.63

49.71

試験結果の統計処理

釣獲比較試験の結果餌料別の釣獲率に差が認められたので，Ｆ検定'2)によりその差が有意である

か否かを検討した．尚実験誤差を正規分布に近かづけるために対数により変数変換'3）を行なった．

即ち

肋＝ﾉog(肋十2）ｘ７ｚ：〃回目の餌料別釣獲率とおき，対数変換された〃回目の餌料別釣獲率肋

について検定した．検定の結果はＴａｂｌｅ４に示した通り，マグロ類・カジキ類合計はＦ＝4.50

(〃*＝31)，マグロ類はＦ＝3.66（〃＝31)，カジキ類はＦ＝4．０３（〃＝31）となり，９５％信頼限界

の分散比”(0.05)＝2.95よりいずれも大きく餌料別釣獲率の差は有意であることが判った．又試

験操業の主たる漁獲物であったピンナガ，キハダについて同様にＦ検定を行なった結果，ピンナガ

はＦ＝7.62（〃＝31)，キハダはＦ＝13.85（〃=31）となり，いずれも９９％の信頼限界の分散比

”(0.01)＝4.57より大きく餌別釣獲率の差は有意であることが判った．

Table４．Ｖａｌｕｅｏｆｖａｒｉａｎｃｅｒａｔｉｏｏｆｇｒｏｕｐｅｄｃａｕｇｈｔｆｉｓｈ．

Ｇｒｏｕｐｏｆｃａｕｇｈｔｆｓｈ

Ｔｕｎａ

Ｍａｒｌｉｎａｎｄｓｗｏｒｄｆｉｓｈ

Ｓｕｍｍａｒｙｏｆｔｕｎａｍａｒｌｉｎａｎｄｓｗｏｒｄｆｉｓｈ

Ｅａｔａｂｌｅotherfish

Shark

Abondonedfish

Ｔｏｔａｌｏｆｃａｕｇｈｔｆｓｈ

＊Signifiicantat95％confidencelimit

ＶａｌｕｅｏｆＦ

3.659＊

4.027＊

4.495＊

2.911

3.613＊

1.800

4.695＊

上述の統計処理の結果からサンマ，ムロアジ，ホンサパ，スルメイカの４種の餌料については，

体形的差異等により釣獲率の差が生じることが考えられる．

考 察

今回行なった釣獲比較試験操業はサンマ餌料の釣獲率と他餌料の釣獲率を比較してマグロ類，力

＊〃：自由度（degreeoffreedom）
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ジキ類の釣獲効果の良い安価な餌料を求めるにあったが，サンマ餌料と同等もしくは同等以上の釣

獲を得たのはムロアジだけであった．ホンサバ，スルメイカは前記２種に比べ低い釣獲率を示した

が他の釣獲試験では餌料別釣獲率に大きな差は認められていない原田・小長谷7)はセイロン沖で

１０回行なった同種の試験操業で餌別釣獲率を求めＦ検定を行なって，サンマ，サバ，ムロアジ餌

料には釣獲率に差は認められなかったと報告している．

今回用いたスルメイカ餌料は小形であるために低い釣獲率を示したものと考えられ，ホンサパ餌

料については，餌料の魚体が比較的に大きかったのに主たる漁獲物が魚体の小いピンナガであった

ことが低い釣獲率を示した一因とも考えられる．本試験操業で餌料別釣獲率に差が現われたのは，

上記の原因の外に餌料を１鉢毎に変えたために実験誤差を少くできたことと，漁獲物にならない釣

落魚，喰害魚も釣獲として扱い，２次的な原因を除去したためと思われる．

要 約

昭和45年５．６月南太平洋西部海域で，まぐろ延縄漁業の餌料４種について釣獲比較試験操業を

８回実施して，次の結果を得た．

１．マグロ類の釣獲率は，サンマ（2.95％）とムロアジ（2.51％）が比較的高く，スルメイカ

(1.19％）とホンサバ（0.97％）では低かった．カジキ類の場合，ムロアジ（0.84％）が比較的高

く，サンマ（0.35％)，ホンサバ（0.30％)，スルメイカ（0.07％）では低かった．

２．マグロ類・カジキ類合計の餌別釣獲率はムロアジ（3.35％）が最も高く，サンマ（3.30％）

がこれに次ぎ，ホンサパ（1.27％)，スルメイカ（1.26％）では低かった．
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